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要旨

今求められる大学発イノベーションとアントレプレナー
Social Demand for university-driven innovation and entrepreneur

坂本 修一
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授業科目： 工学リテラシーⅡ(科目番号3799-150)

主催： 東京大学大学院工学系研究科「機械システム・イノベーション」プログラム
東京大学 社会構想マネジメントを先導するグローバルリーダー養成プログラム（GSDM)

本件連絡先： 東京大学大学院工学系研究科機械工学専攻 教授 横野 泰之
GMSIプログラム事務局 E-mail: office@gmsi.t.u-tokyo.ac.jp Phone:  03-5841-0696

Shuichi Sakamoto

イノベーション・エコシステムの形成について、海外では様々なモ

デル作りが精力的に行われており、我が国でもそのような取り組

みの抜本的強化が必要であることが叫ばれている。

その中で、大学・研究機関には、イノベーション・エコシステムの

形成・成長の核となる革新的な技術、事業構想、人材を生み出す

役割を担うことが強く期待されており、また、産業界にも自前主義

からの脱却、オープンイノベーションへの方向転換が求められて

いる。本講では、我が国の経済発展にとって産業界と大学・研究

機関のパートナーシップをより本質的なものに深化させることが

急務とされている状況をレビューするとともに、産学官パートナー

シップの国際比較の結果などに基づき、イノベーション創出の観

点から我が国の大学等の知的生産、人材育成が抱える課題を

抽出し、それを克服するためのアプローチについて議論する。


